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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】メチオニンは腫瘍組織へ良好に集積する一方で、正常組織への集積は低く、脳腫瘍の分野に









【結果】各部位のSUVは、前頭葉で1.136 ± 0.233 (mean ± SD)、頭頂葉で1.257 ± 0.259、小脳半
球で1.468 ± 0.331、脳幹で1.477 ± 0.355であった。前頭葉と小脳半球、前頭葉と脳幹、頭頂葉と
小脳半球、頭頂葉と脳幹の間で有意差を認めた。変動係数は、前頭葉および頭頂葉で低値であった。
加齢とSUVの関連は認められなかった。体重補正SUVの変動係数は、体表面積補正SUVの変動係数より









論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
メチオニンは腫瘍組織へ良好に集積する一方で、正常組織への集積は低いため、脳腫瘍の分野にお









各部位のSUVは、前頭葉で1.136 ± 0.233 (mean ± SD)、頭頂葉で1.257 ± 0.259、小脳半球で1.468 
± 0.331、脳幹で1.477 ± 0.355であった。前頭葉と小脳半球、前頭葉と脳幹、頭頂葉と小脳半球、
頭頂葉と脳幹の間で有意差を認めた。変動係数は、前頭葉および頭頂葉で低値であった。加齢とSUV
の関連は認められなかった。体重補正SUVの変動係数は、体表面積補正SUVの変動係数よりも低値であ
った。複数回施行での対称変化率は、体重補正SUV (= 12.6%) で、体表面積補正SUV (= 14.4%) より
も低値であった。 
個人間比較では前頭葉あるいは頭頂葉のSUVを用いることが適切であり、また加齢はSUVでの評価に
加味する必要性は低いと考えられた。また、体重補正は体表面補正より個人内で対称変化率が低いた
め、より妥当とも思われた。これらの結果は、特にL/N ratioで評価が困難な病変に対して有用な基
準となりうると考えられた。 
以上の研究結果は、成人の正常メチオニン集積を、SUV を用いて提唱した重要な臨床的研究である。
よって本研究は、博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判定された。 
 
